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研究成果の概要（和文）：高齢者を対象とした前向き研究は、大脳皮質下病変が認知障害、抑うつ、転倒、誤嚥など老
年病症候群と呼ばれる精神・身体疾患に関連することを示した。しかし、本邦ではこのような前向き観察研究は極めて
乏しい。本研究ではグループホーム入居者30名を対象として老年病症候群関連症状の推移とMRI, 心機能検査などの経
時的観察を中心とした３年間の前向き研究を実施した。対照として市中病院循環器内科または脳外科外来に通院する年
齢を適合させた30名にも同様の観察をおこなった。

研究成果の概要（英文）：LAIDS study(BMJ2009)demonstrated that cerebral white matter disease in subcorticl 
lesion relates cognitive function, depression, falling down, and/or swallowing disorder. However, such pro
spectibve studies are rare in Japan. In the present study, we performed a prospective observational study 
for three years concnerning clinical symptoms, MRI and cardiac function of the elderly in group home and c
ompared these observations to those of age-matched control patients who visit out-patient clinic of cardio
logy or neurosurgery in a city hospital.
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１．研究開始当初の背景	
 

2025年には全人口の3人に1人が65歳以上

となる超高齢化社会を控えてその対策が

急務である。大脳皮質下病変の多くは脳の

虚血性微小循環障害に基づき、アジア人に

多いとされる。またアルツハイマー型認知

症にも血管性要因が関与するといわれる。

しかし、本邦では皮質下病変と老年病症候

群に関する十分な臨床研究が実施されて

いない。研究代表者が診療で関与する神奈

川県下のグループホーム（4ユニット）で

は、生活能力拡大志向型介護法を試験的に

開始し、通常の介護法を行っている施設と

比較しretrospectiveではあるが要介護度

と認知症の進行が緩やかである、死亡率が

低い、運動機能が高く保持される、寝たき

りになる率が低い、他施設への転出率が低

いなどの傾向を確認した。	
 

	
 

２．研究の目的	
 

高齢者を対象とした前向き研究（LAIDS	
 

study、BMJ2009）は、大脳皮質下病変が認

知障害、抑うつ、転倒、誤嚥など老年病症

候群と呼ばれる精神・身体疾患に関連する

ことを示した。しかし、本邦ではこのよう

な前向き観察研究は極めて乏しい。本研究

ではグループホーム入居者を対象として

老年病症候群関連症状の推移とMRIや心機

能検査の経時的観察を中心とした３年間

の前向き研究を実施する。対照群として病

院外来で生活習慣病の治療を受けている

年齢を適合させた30例にも同様の検討を

行う。これまで研究代表者は、グループホ

ームで生活能力の拡大を志向する介護法

に関する後ろ向き研究を実施し、通常の介

護法に比較し要介護度の進行を抑制し、転

倒骨折率、病院への入院率や他施設への移

行率を低下させる傾向にあることを明ら

かにした。本研究において、介護法が在宅

介護に比べて均質となるグループホーム

の入居者を対象として臨床観察研究を実

施し、高齢者の認知機能および日常生活活

動度に、脳皮質下病変や心臓機能が与える

影響を、前向き観察研究を実施して検証す

る。	
 

	
 

３．研究の方法	
 

グループホームに入居している方々のう

ち30名、年齢を適合させた市中病院に循環

器内科あるいは脳外科外来に通院する対

照例30例を対象として前向き研究を行い、

脳血流に影響を与える心臓の機能と脳微

小循環障害の結果生じるとされる脳皮質

下病変が、３年間の間にどのように変化す

るか、グループホーム入居者と外来通院高

齢者に差異がみとめられるかどうかを、前

向き観察研究を実施して検討した。	
 

検討項目	
 

(1)介護状況の定量的評価	
 

入浴回数、介護日誌による歩行状況の確認、

家族の面談頻度と面談時間の確認、排泄の

実施状況の確認、食事状況の確認等。	
 

(2)認知機能、運動機能評価	
 

MMSE（Mini-Mental	
 State	
 Examination）

により評価を行う。運動機能評価に関して

は要介護度認定調査票を用いて評価を行

った。	
 

(3)頭部MRI検査、または脳外科医あるいは

神経内科医による神経学的評価	
 

脳血管障害の有無や脳皮質下病変の有無、

海馬傍回定量評価等を行い、脳の器質的変

化について評価した。	
 

(4)心機能検査	
 

心電図、胸Ｘ線検査、ホルター心電図検査、

心エコー図検査を実施し、脳塞栓症の原因

となる不整脈や心拍出量低下の原因とな

る心機能低下の有無を検証した。	
 

(5)採血検査：末梢血、肝機能、腎機能、

心筋バイオマーカー、脂質、多価不飽和脂

肪酸、他を検討した。	
 

	
 

４．研究成果	
 

検査開始時点において、グループホーム入

居者は外来通院者と比べて認知機能が低

く、日常生活活動度が明らかに低下してい

た。心機能検査では両群ともに心電図上左

室肥大、左心房負荷の所見を高頻度にみと

め、上室性不整脈を高頻度に合併した。両

群の比較では不整脈の発生頻度に差異は

無かった。心エコー図では左室壁厚の増加

を左心房径の拡大を認めた。両群の比較で

は壁厚、左心房径に有意な差異を認めなか

った。脳MRI所見については現在解析中で

ある。採血検査所見では不飽和脂肪酸値に

差異が認められた。すなわちグループホー

ム入居者は特定の不飽和脂肪酸値が低く

他の不飽和脂肪酸値が高値であった。食生

活習慣にも差異が認められた。２年間の観

察研究では死亡率に明らかな差異が認め

られた。死亡率の差異がいずれの因子を密

接に関連するのかを多変量解析等で解析

中である。	
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